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研究成果の概要（和文）：39の研究から得られた284の相関係数を分析した結果、各構成要素はスピーキングと
全体的に比較的強く関連していた(r = .649)。語彙的複雑性とスピーキング(r = .110)の関係が最も弱く、理解
度(comprehensibility)とスピーキング(r = .896)の関係が最も強いことが分かった。理解度とスピーキングの
関係が最も強いことが分かったことから、理解度を中心に育成することでスピーキング力伸長につながる可能性
がある。近年は理解度を扱う研究が増えており、これらの知見と生かすことで、限られた学習時間数を最大限に
活用することにつながる。

研究成果の概要（英文）：A meta-analysis of 39 studies (284 correlations) suggests that internal 
features are strongly correlated to L2 speaking in general (r = .649) and that the strength of the 
correlations varies according to oral features (e.g., between comprehensibility and speaking, r = .
896; between lexical complexity and speaking, r .110). The results highlight the relative importance
 of various internal features in L2 speaking and suggest areas in need of further research.

研究分野：英語教育、応用言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
第二言語能力は複数の構成要素からなることが分かっている。ただし、これらの構成要素が具体的に何であるか
は研究間で不一致であった。本研究では英語スピーキング力に焦点を当て、スピーキングと各構成要素の関係の
強さを調べた。その結果、理解度がスピーキング力と最も関係が強いことが分かった。このように関係の強さを
調べることで理論の精緻化につながる。また、関係の強い構成要素を中心に教えることで、限られた学習時間数
を最大限に活用しスピーキング力育成につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 第二言語における産出能力の構成要素について理解を深めることは、第二言語能力評価お
よび第二言語教育において重要な議題である(e.g., Bachman & Palmer, 2010)。言語能力評価
においては、言語能力の理論的な構造に基づき、言語能力を測るためのテストを作る。例えば、
TOEFL iBT や TOEIC などの英語力を測定する大規模で実施するテストを作る際には、英語力の理
論的な構造に基づき、テストを開発している（e.g., see Educational Testing Service, 2021）。
換言すると、英語力を適切に測定するテストを開発するには、言語能力の構造に関する明確な理
論が必要である。だが現状では、多くの場合において理論的根拠は十分であるとはいいがたい。
英語力をより適切に評価できるテスト開発を行うためには、英語力の構造を解明することが必
須である。 
 
(2) 先行研究から、第二言語能力は複数の構成要素からなることが分かっている。ただし、こ
れらの構成要素が具体的に何であるかは研究間で不一致であり、したがって未解決の課題であ
る。例えば、文法、語彙、ワーキングメモリ、言語習得適性などの認知的な要素が構成要素に挙
げられるが、言語能力とどの程度関連するかについて、研究結果は一致していない。また、同一
の研究内で扱われてきた構成要素は限られ、相対的な重要性が分からない。さらには、例えばス
ピーキング力を具現化する方法は多岐にわたり、評価尺度(rating scale)や比率尺度(ratio 
measure)があるが、異なる尺度を用いることの影響は具体的には明らかではない。そのためｍ、
多くの要因が未解明のまま、評価が行われているのが現状である。 
 
(3) 第二言語における産出能力の構成要素が未解明のため、第二言語教育の具体的な指針を提
示することも現状では難しい。しかし、限られた学習時間数を最大限に活用するには、実証的根
拠に基づき教授することが望ましい。また、構成要素が未解明のため、得意・不得意な事項等に
ついての学習上の効果的なフィードバックを行うことが難しい。 
 
(4) これらの限界点を克服する 1つの方法は、先行研究を包括的に収集し、メタ分析を用い統
計的に統合することである。メタ分析は各学習者の解答データがなくとも、相関係数（または平
均・標準偏差など）があれば可能で、複数の先行研究を統合・比較することにより、先行研究で
行っていない分析も行える。 
 
(5) また、先行研究を包括的に収集し、メタ分析を用いて統計的に統合することで、独自に研
を行った場合と比較して、以下 2つの限界点も解決できる。第 1に、単独の研究では、リサーチ
デザイン、学習者の特質、学習者数などによって、研究結果が大きく左右される(e.g., Cooper, 
1998)。第 2に、個々の研究結果を集めて一般化するには、系統的な文献収集が必要であるが、
通常は行われない。多くの場合、扱われた文献の取捨選択は、各研究者の判断によることが多く、
対象とする文献によって、異なる結論が導かれる恐れがある。これら 2点の問題点はメタ分析の
手法を用いることで解決できる。メタ分析とは、「関連した先行研究の知見を統計的に統合する
手法」（Cooper, Hedges, & Valentine, 2009）である。系統的に収集された先行研究からリサー
チデザインなどの要因をコーディングし、要因ごとに影響を調べることができる。なお、データ
ベースなどを用い文献収集が行われたとしても、使用するデータベースによってジャーナルな
どの収録対象が異なるため、データベースごとの収録内容を予め詳細に検討する必要がある(In’
nami & Koizumi, 2010)。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、第二言語における産出能力の構成要素を実証的に調べた先行研究を系統的
に収集し、メタ分析を用いて統計的に統合することで、現在得ることができる最良の知見を得る
ことである。具体的な構成要素を特定することに加え、各構成要素の比較を行うことで、産出能
力に及ぼす影響力を明らかにすることができる。このことを特に、産出能力であるスピーキング
力に焦点を当て行った。 
 
３．研究の方法 
(1) Norris & Ortega (2006) に基づき、以下 4点を行った。第 1に、先行研究の収集を行っ
た。できるだけ広範囲の先行研究を系統的に収集するため、以下 3つの方法を用いた (Lipsey & 
Wilson, 2001)。第 1の方法は、データベースを使用した。具体的には In’nami and Koizumi 
(2010) に基づき、Educational Resources Information Center (ERIC), FirstSearch, 
Linguistis Abstracts, Linguistics and Language Behavior Abstracts (LLBA), MLA 
International Bibliography, ProQuest Dissertations and Theses, PsycINFO, ScienceDirect, 
Scopus, Web of Science である。使用したキーワードは、speaking, writing, component, 
grammar, vocabulary, working memory, aptitude などである。第 2の方法は、言語テスト、第



二言語習得分野の本、ジャーナルを読むことであった。本は Alderson (2000) など約 30冊を、
ジャーナルは Language Testing, Language Learning など約 30冊を読んだ。第 3の方法は、関
連分野の研究者から、関連する先行研究についての情報を収集することであった。以上 3つの方
法を通じ公刊・未公刊両方の先行研究を幅広く集める。特に、公刊のみでなく未公刊の先行研究 
(e.g., 紀要、学位論文、proceedings, 学会での発表資料) も有益な情報を含むことも多いの
で、念入りに集めた。 
 
(2) 第 2に、収集した先行研究を、以下 3点から吟味した。第 1点目に、第二言語における産
出能力の構成要素が実証的に検証されていること。第 2点目に、テスト内容は、第二言語に関わ
ること。第 3点目に、メタ分析に必要な情報(相関係数または平均・標準偏差など)が論文中に記
載されていること。上記 3点を全て満たした先行研究を今回の研究の分析対象とした。これらの
作業を複数名で確認しあいながら行った。 
 
４．研究成果 
(1) 39 の研究から得られた 284 の相関係数(重複を除いた受験者数は 4602 人、重複を含めた受
験者数は 31576 人)を分析した結果、各構成要素はスピーキングと全体的に比較的強く関連して
いた(r = .649)。その他の結果を含め、以下の表にまとめた。語彙的複雑性とスピーキング(r 
= .110)の関係が最も弱く、理解度(comprehensibility)とスピーキング(r = .896)の関係が最
も強いことが分かった。 
 
表 
各構成要素はスピーキングの関係 
 スピーキングとのピアソン相関係数 
構成要素全体 .649 
流暢さ .888 
正確性 .492 
文法的複雑性 .326 
語彙的複雑性 .110 
発音 .803 
理解度(comprehensibility) .896 
運用(delivery) .833 
内容(content) .713 
内容一貫性(coherence) .911 
 
(2) 理解度(comprehensibility)とスピーキング(r = .896)の関係が最も強いことが分かった
ことから、理解度を中心に育成することでスピーキング力伸長につながる可能性がある。近年は
理解度を扱う研究が増えており、これらの知見と生かすことで、限られた学習時間数を最大限に
活用することにつながる。 
 
(3) 本研究の限界点として、第一に分析に含めた研究数が少ないことがあげられる。データベ
ースなどを使い、包括的かつ体系的に先行研究を収集したが、構成要素の中でも最多のもの
(speed fluency)でも 15 の研究から得られた 35の相関係数であった。この分野の研究をさらに
行うことで、将来的なメタ分析に含め、さらに詳細な分析が可能になる。 
 
(4) 第二に、本研究ではピアソンの相関係数を分析した。これは構成要素とスピーキングの間
に線形の関係があることを仮定している。ただし、指標(例えば speed fluency)によっては非線
形の関係がある可能性も報告されている。同一のデータを分析することで、非線形のデータを線
形で分析する影響がわかり、将来的に解釈を精緻化することにつながる。その際にはモデル化す
ることが難しくなる恐れがあり、meta-analytic structural equation modeling の使用も検討
する必要がある。 
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